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ヴェロネーゼ「カナの婚礼」1563年

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Artist[show]Paolo Veronese (1528–1588)  TitleEnglish: The Marriage ar Cana.Español: Las Bodas de Caná.Deutsch: Die Hochzeit zu Kana.Italiano: Le Nozze di Cana.Français : Les Noces de Cana.Date1563.Mediumoil on canvasDimensions6.66 × 9.9 m (7.3 × 10.8 yd) 



イエスの最初の奇跡

カナの婚礼
(1)三日目に、ガリラヤのカナで婚礼があって、イ
エスの母がそこにいた。(2)イエスも、その弟子た
ちも婚礼に招かれた。(3)ぶどう酒が足りなくなっ
たので、母がイエスに、「ぶどう酒がなくなりま
した」と言った。(4)イエスは母に言われた。「婦
人よ、わたしとどんなかかわりがあるのです。わ
たしの時はまだ来ていません。」（「ヨハネ福音書」
2章）

↓
イエスの犠牲



問い (1)イエスとマリアはどこ？ (2)新郎新婦はどこ？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Artist[show]Paolo Veronese (1528–1588)  TitleEnglish: The Marriage ar Cana.Español: Las Bodas de Caná.Deutsch: Die Hochzeit zu Kana.Italiano: Le Nozze di Cana.Français : Les Noces de Cana.Date1563.Mediumoil on canvasDimensions6.66 × 9.9 m (7.3 × 10.8 yd) 



ヴェロネーゼ「カナの婚礼」1563年

1:イエスとマリ
ア

2:新郎新婦

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Artist[show]Paolo Veronese (1528–1588)  TitleEnglish: The Marriage ar Cana.Español: Las Bodas de Caná.Deutsch: Die Hochzeit zu Kana.Italiano: Le Nozze di Cana.Français : Les Noces de Cana.Date1563.Mediumoil on canvasDimensions6.66 × 9.9 m (7.3 × 10.8 yd) 



イエスとマリア、そして画家たち



チェロを奏でるヴェロネーゼ、そのすぐ傍らのチェロのティントレット、
右側にはコントラバスのティツィアーノ



同じものを食べる：同一成員となる

ティントレット「アダムとイブ」 1550年頃

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Adam and Eve c. 1550 - Jacopo Tintoretto



同じものを食べる：同一成員の確認

ティーチアーノ「エマウスの晩餐」1530年頃

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Artist: TitianCompletion Date: c.1530Style: High RenaissanceGenre: religious paintingTechnique: oilMaterial: canvasDimensions: 169 x 244 cmGallery: Musée du Louvre, Paris, France



同じものを食べる

(1)参入儀礼

(2)確認儀礼

古典神話：

(1)プロセルピーナ

(2)黄金のリンゴ事件

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Artist: Dante Gabriel RossettiCompletion Date: 1874Style: RomanticismGenre: mythological paintingTechnique: oilMaterial: canvasDimensions: 61 x 125.1 cmGallery: Tate Britain, London, England, UKTags: Greek-and-Roman-Mythology, gods-and-goddesses, Proserpina



参入儀礼としての結婚：

肉縁の確立

異なった家・族が同一の家・族になる

例：王侯貴族の政略婚, ロメオとジュリエット

異質の血を配偶者を通じて混交する

「血統が交差する網の目」（レヴイ＝ストロース）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ある血縁集団と他の血縁集団とが、家族という窓口を通して互いに女（あるいは男）を交流しあっているのであり、いいかえれば、つねに異質の血を配偶一　者を通じて混清ｏしあっているのである。レヴイ＝ストロースは、これを多くの血統が交差する網の目



新郎新婦は幸福？

1. 互いに見つめ
合わない

2. 身体接触がな
い

親近性？



家族のニ型

権威主義的家族 許容的家族

閉鎖構造 開放構造

個々の具体的・固定的
な役割遂行

一般的・抽象的な機能
遂行

個人の内的葛藤が発生
しやすい

成員間の外的葛藤が生
じやすい

個性の抑圧, 個人的願
望の圧殺

相手との適応と自己願
望との葛藤

制度化・自動化・特殊
化

進歩的・知的・探索的

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
閉鎖構造ではすべてがされているが、開放構造ではすべてがであるという意味では、後者のほうが人間をより自由にする。しかし同時に夫婦間の対人的フラストレーションを増大させ、アイデンティティの確立を困難にさせる 



家族のニ型

権威主義的家族

閉鎖構造

個々の具体的・固定的
な役割遂行

個人の内的葛藤が発生
しやすい？

個性の抑圧, 個人的願
望の圧殺

制度化・自動化・特殊
化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
閉鎖構造ではすべてがされているが、開放構造ではすべてがであるという意味では、後者のほうが人間をより自由にする。しかし同時に夫婦間の対人的フラストレーションを増大させ、アイデンティティの確立を困難にさせる 



希薄な親近性

ジオット「カ
ナの婚宴」
1306年頃

問い (1)イエスとマリアはどこ？ (2)新郎新婦はどこ？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Artist: GiottoStart Date: c.1304Completion Date:c.1306Style: Proto RenaissanceSeries: Scenes from the Life of ChristGenre: religious paintingTechnique: frescoDimensions: 200 x 185 cmGallery: Scrovegni (Arena) Chapel, Padua, Italy



ジュスト・デ・メナーブオイ「カナの婚宴」 14世紀後半

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ジュスト・デ・メナーブオイGiusto de' Menabuoi (Firenze, 1330 circa – Padova, 1390 circa) è stato un pittore italiano. Di ... Più libera appare invece la raffigurazione negli episodi di contorno, come nelle Nozze di Cana, dove una schiera di servitori si muove con 



ヘラルト・ダヴィト「カナの婚宴」 1500年頃

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
DAVID, Gerard�The Marriage at Cana�c. 1500



花嫁が中心で、
花婿の姿はない



フアン・デ・フランデス
「カナの婚宴」1500年

新郎新婦が並ぶ
最初の姿

希薄な親近性：
新婦は、マリア
とともに祈り、
霊的世界へ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JUAN DE FLANDES�The Marriage Feast at Cana�1500�Oil on wood, 20 x 15 cm�Metropolitan Museum of Art, New York



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This was one of forty-seven panels representing the lives of Christ and the Virgin that were made for Isabella of Castile. The picture’s subject is The Marriage Feast at Cana, when Christ performed his first miracle turning water into wine. The convex mirror, seen behind the married couple, is a common motif in Netherlandish painting. The preparatory underdrawing reveals a number of anecdotal details that were never painted. Their elimination could be indicative of the painter’s moving from a Flemish to a more Spanish mode, and may reflect the more austere style of presentation favored by Isabella and her religious advisors.



ボッシュ
「カナの婚礼」
1550年以前

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
The Marriage Feast At Cana is a painting traditionally attributed to Hieronymus Bosch. The painting resides at the Museum Boijmans Van Beuningen in Rotterdam, the Netherlands. Several copies exist of this picture. Until recently the copy in Boijmans has been considered the original. Dendrochronological analysis, however has now proven conclusively that it cannot have been painted earlier than 1550.キリス-は中央の準えある位置ではな-、右に寄せられている。キリス-からひとりおいて白い頭巾をかぶっているのがマリアで、その左に花嫁花婿が坐っている。画面前方には奇跡のぶどう酒の入った大きな水がめが置かれている。右手をあげたキリス-の祝福のポーズにもかかわらず、またキリス-を指さすマリアにもかかわらず、花嫁花婿をはじめ'臨席の客たちはこの高貴な来客には一向に構わない。その上で裸で踊っている二人の人物の彫像はおそら-淫欲I^Blを象徴し、また最上段に置かれているのは雲丹で異端を象徴するとの説もある。この祭壇の前には呪術師とも、あるいはこの会のホスト役とも思われる人物が杖を片手にポーズしている。左側の円柱の柱頭部にはキューヒッドのような小童が弓をつがえ、その反対側の開口部には得体の知れない動物が後ろ向きでうず-まり、その下の柱の陰からは泉がじっとこちらを見つめている。



ボッシュ
「カナの婚礼」
1550年以前

希薄な親近性：

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
The Marriage Feast At Cana is a painting traditionally attributed to Hieronymus Bosch. The painting resides at the Museum Boijmans Van Beuningen in Rotterdam, the Netherlands. Several copies exist of this picture. Until recently the copy in Boijmans has been considered the original. Dendrochronological analysis, however has now proven conclusively that it cannot have been painted earlier than 1550.キリス-は中央の準えある位置ではな-、右に寄せられている。キリス-からひとりおいて白い頭巾をかぶっているのがマリアで、その左に花嫁花婿が坐っている。画面前方には奇跡のぶどう酒の入った大きな水がめが置かれている。右手をあげたキリス-の祝福のポーズにもかかわらず、またキリス-を指さすマリアにもかかわらず、花嫁花婿をはじめ'臨席の客たちはこの高貴な来客には一向に構わない。その上で裸で踊っている二人の人物の彫像はおそら-淫欲I^Blを象徴し、また最上段に置かれているのは雲丹で異端を象徴するとの説もある。この祭壇の前には呪術師とも、あるいはこの会のホスト役とも思われる人物が杖を片手にポーズしている。左側の円柱の柱頭部にはキューヒッドのような小童が弓をつがえ、その反対側の開口部には得体の知れない動物が後ろ向きでうず-まり、その下の柱の陰からは泉がじっとこちらを見つめている。



親近性の誕生

ガロファロ「カナの婚宴」
1531年

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Benvenuto Tisi da Garofalo Le Nozze di Cana" 1531 San Pietroburgo,Museo statale Ermitage.



個性はあって良い

ルネッサンス：

個性発見と肯定の時代

1. 人間はそれぞれに与えられた天性や性向を発
展されることが望ましい

2. ＜人間としての個人＞に対する尊敬が必要



家族のニ型

権威主義的家族 許容的家族

閉鎖構造 開放構造

個々の具体的・固定的
な役割遂行

一般的・抽象的な機能
遂行

個人の内的葛藤が発生
しやすい

成員間の外的葛藤が生
じやすい

個性の抑圧, 個人的願
望の圧殺

相手との適応と自己願
望との葛藤

制度化・自動化・特殊
化

進歩的・知的・探索的

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
閉鎖構造ではすべてがされているが、開放構造ではすべてがであるという意味では、後者のほうが人間をより自由にする。しかし同時に夫婦間の対人的フラストレーションを増大させ、アイデンティティの確立を困難にさせる 



結婚愛の確立

「スイカズラのあず
ま屋」
ルーべンスとイサべ
ラ・ブラント
(1609—10年頃)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ルーべンスとイサべラ・ブラント(1609—10年頃) アルテ・ピナコテ一ク蔵The Honeysuckle Bower (ca. 1609) is a self-portrait of the Flemish Baroque painter Peter Paul Rubens and his first wife Isabella Brant. They wed on 3 October 1609, in St. Michael's Abbey, Antwerp, shortly after he had returned to the city after eight years in Italy.[1]The painting is a full-length double portrait of the couple seated in a bower (wikt) of honeysuckle. They are surrounded by love and marriage symbolism: the honeysuckle and garden are both traditional symbols of love, and the holding of right hands (junctio dextrarum) represents union through marriage.[2][3] Additionally, Rubens depicts himself as an aristocratic gentleman with his left hand on the hilt of his sword



最初の奇跡

(7)イエスが、「水がめに水をいっぱい入れな
さい」と言われると、召し使いたちは、かめ
の縁まで水を満たした。(8)イエスは、「さあ、
それをくんで宴会の世話役のところへ持って
行きなさい」と言われた。召し使いたちは運
んで行った。(9)世話役はぶどう酒に変わった
水の味見をした。

↓
ブドウ酒に変わる



問い 瓶はどこ？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Artist[show]Paolo Veronese (1528–1588)  TitleEnglish: The Marriage ar Cana.Español: Las Bodas de Caná.Deutsch: Die Hochzeit zu Kana.Italiano: Le Nozze di Cana.Français : Les Noces de Cana.Date1563.Mediumoil on canvasDimensions6.66 × 9.9 m (7.3 × 10.8 yd) 





食と性

食 性

個体の維持 種の維持

備給されないと個体死 充足不足でも個体の生命
に別状はない

主観的な快感達成 主観的な快感達成が生殖
に結びつく

本能的 意識的抑制と精神性



文化としての食

食 宴

個体の維持 共同体の維持

備給されないと個体死 奢侈と蕩尽

主観的な快感達成 他者との満足の共有一致と相
互コミュニケーション

本能的 文化的作法と調理



宗教象徴としての食

「ある人々は、惑わす霊と悪霊の教えとに気をとられて、
信仰からはなれ去るであろう。……これらの偽り者どもは、
結婚を禁じたり、食物を断つことを命じたりする。しかし
食物は、信仰があり真理を求める者が感謝して受けるよう
にと神の造られたものである。」（「第1テモテ書」4章1, 3節）

水（コーシャ） ブドウ酒

律法により浄化されてい
るもの

新しい契約により浄化さ
れている

物質的なもの 言葉



ルター：結婚の肯定

クラナッハ「ルター」1525年



ルター：聖職者の独身否定

1. 独身は教皇が定めたこと

2. キリストは人間の定めた法から人間を解放
した。

「教皇は、食べたり、飲んだり、腸の動き、
太ることを禁じられない。」



ルター：結婚の肯定

「妻は夫にとって、あらゆる事柄において同
伴の助け手となるように創造された。……愛に
は三種類ある。偽りのもの、自然のもの、そ
して結婚のもの。……結婚愛はこの中でも一番
だ。炎のように燃え、「金であれ銀であれ、
これにせよあれにせよ、あなたがもっている
ものは欲しくはありません」といい、ただ相
手のことだけを求めるのは、婚姻の愛だ。」



アウグスティヌス：5世紀の結婚論

1. 結婚は純粋
2. 性交の目的

(1)動物のように肉体的快楽を求める

■肉体の欲望に精神の自由を譲り渡す

(2)子孫を生むため
■子供をキリスト者へと生まれ変わらせる意

図の欠如



アウグスティヌス：5世紀の結婚論

3. 結婚は秘跡
■キリスト自らの言葉としるしによって制定された儀

式
■この今の瞬間において同時進行形で神の恵みが降り

そそぎ臨在していることを可視化している。

4. カナの奇跡
■結婚＝秘跡

5. 人間の基本
■神が供えた善であっても、善なしに済ませ
ることができる方が望ましい



結婚

イエスが結婚式で奇跡を起こす。

↓
結婚はよいこと





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
The Feast in the House of Levi, Paolo Veronese, 1573, Oil on canvas



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
DUCCIO di Buoninsegna(b. ca. 1255, Siena, d. 1319, Siena)Wedding at Cana1308-11�Tempera on wood, 43,5 x 46,5 cm�Museo dell'Opera del Duomo, Siena



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Artist: TintorettoCompletion Date: 1561Style: Mannerism (Late Renaissance)Genre: religious paintingTechnique: oilMaterial: canvasDimensions: 435 x 535 cmGallery: Santa Maria della Saluteintoretto painted this huge canvas for the refectory of the monastery of the Crociferi. The author may have portrayed his painter friends as the guests and their models as the women. His self-portrait appears in the first guest on the left, and at the hem of the robe he placed his signature and the date: 1561 - Jacomo Tentor. Note the play of perspective in the painting, which moves according to the angle from which it is viewed. The typical aspects of the master's style are apparent: the light sources from within, the movement of the characters, the geometrical construction of the interior and the nobility of the scene as a whole.



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
4/7The Marriage Feast at Cana - Bartolome Esteban Murillo, 16757 Paintings were found



豊穣と子孫繁栄

ラブレー



イエス＝犠牲

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Artist[show]Paolo Veronese (1528–1588)  TitleEnglish: The Marriage ar Cana.Español: Las Bodas de Caná.Deutsch: Die Hochzeit zu Kana.Italiano: Le Nozze di Cana.Français : Les Noces de Cana.Date1563.Mediumoil on canvasDimensions6.66 × 9.9 m (7.3 × 10.8 yd) 



感覚的喜びの肯定

「カナの婚ネし、「放蕩息子の宴」、「大洪
水の前に浮かれ騒ぐ人鄭もなどが先例となっ
て、優雅な道楽者たちが遊び興じる絵カ9生ま
れた。これらにも道徳的な含みがあり、五感
の快楽は罪と破滅に通じることを才割商する。
17刊謙己の風俗画家はこうしたテーマを自分
の甘討セこ移し替え、道楽者に当世風の衣装
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